
オクラトキシンAの国際的な評価状況（概要）

欧州食品安全機関（EFSA）（2006、2010年）
Krogh, P. （1988年：#152）等から
LOAEL 0.008 mg/kg体重/日

暫定耐容一週間摂取量(PTWI) 
120 ng/kg･体重/週

（UF:450）

JECFA（1991年）
Krogh, P. （1988年：#152）等から
LOAEL 0.008 mg/kg体重/日

暫定耐容一週間摂取量(PTWI) 
112 ng/kg･体重/週

（UF:500）

JECFA（1995年、2001*、2007*年）
*：OTA作用機序について遺伝毒性によるものか、非
遺伝毒性によるものか検討したが、結論が出ずPTWI
を100 ng/kg･体重/週のまま据え置いた。

暫定耐容一週間摂取量(PTWI) 
100 ng/kg･体重/週

IARC（1993年）
グループ2B(ヒトに対し発がん性の
疑いがある) 

欧州食品安全機関（EFSA）（2006年）において、閾値設定を可能とした根拠
OTAによるDNA損傷および遺伝影響ならびに部位特異的な腎毒性が、各種のin vivoとin vitro試験で観察され、その
ほとんどは、細胞の酸化的損傷に起因することが示されている。さらに、最新の化学分析手法では、特異的なOTA-
DNA付加体の存在が確認されていない。OTA-DNA付加体の存在に関する科学的証拠がないことを考慮して、EFSA
は、OTAのリスク評価において閾値に基づく手法を使用した。
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